
 

研修委員会 31 

研修委員会 2 月例会報告 

テーマ ： 「経営者、それぞれの想い」 ～全体パネルディスカッション～ 

株式会社 最上インクス 鈴木祐介 

2 月 27 日 於：城陽富士工業 株式会社 

開催日時：2015 年 2 月 27 日（金） 

開催場所：城陽富士工業 株式会社 

開催時間：19:00～21:30 

コーディネータ：（株）万城製作所 佐藤氏 

パネリスト 城陽富士工業 （株） 江森 正和 社長 

       (有) 八川製作所   八川 晃大 社長 

       (有) 山田工業     山田 昌司 社長 

※パネリスト紹介 【別表１】 

参加者：１８名 

 

研修委員会では 6 月例会では中村顧問より委員会テーマ「事業の承継と発展」のもと、ご講演頂き 

10 月例会では元銀行マンの視点から決算書の見るポイント、銀行との付き合い方などを講演頂きました。 

承継するために必要な考え方、知識ついて学んだ 6 月、10 月例会でしたが最後の例会としては 

事業を継承された社長様より事業継承される前、された後、今後の事業についてと大きく３つに分けて 

ご自身たちが考え行動された経験談を主に話して頂きました。 

 

今回の全体パネルディスカッションでは通常のパネルディスカッションの方式とは違い参加者が都度 

質問できるようにし、佐藤委員長の想いにもありました参加型の例会スタイルが出来たと思っております。 

参加者の皆様からは継承するに当たり、自分たちが思い悩んでいることをパネリストへ質問もして頂けました。 

 

・社長と専務の差は大きい・・・気構え、決心、決断する、責任の重さの違い 

・事業承継するにあたり知識がないなどの心配をするより、覚悟が必要 

・自分自身がどうしたいか。それを行動に移せているか  

社長に意見するだけでなく、その意見に対して自分自身が行動できているか社長が見ている点 

 

本当に事業を継承する“覚悟”が出来ているかが重要な部分であると再認識させられました。 

知識だけを増やす前に“覚悟”がなければ身にならず、自分自身の行動も変わらない。 

自分では行動しているつもりであっても周りから“以前より変わった”と言われない限り本当の意味での 

“覚悟”が出来ていないと感じました。自分を評価するのは自分でなく第３者である。 

参加して頂いた会員様も色々と気づきがあった良い例会になったと思っています。 
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【別表１】 

 

●全体ディスカッション 風景 

 

 


